
図２．米国産トウモロコシ需給図２．米国産トウモロコシ需給

図３．米国産トウモロコシ需要の推移図３．米国産トウモロコシ需要の推移
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図１．米国産トウモロコシ単収の推移図１．米国産トウモロコシ単収の推移
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北米（穀物）北米（穀物）

全農からの駐在員は現在
4名。新型コロナウイルスの
世界的感染拡大により、各
国政府が封鎖措置を余儀
なくされた。国際物流にお
いてはコスト上昇や遅延
が大きな問題になる中、穀
物の安定供給のため業務
にあたっている

　

全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社
で
は
設
立
以
来
、
内
陸
集
荷

基
盤
強
化
や
保
有
す
る
輸
出
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
増
強
も
図

ら
れ
、
強
固
な
集
荷
・
輸
送
・
輸
出
の
一
貫
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
増
加

し
て
い
る
も
の
の
、
穀
物
輸
出
は
必
要
不
可
欠
な
ビ
ジ
ネ

ス（Essential Business
）と
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
社
の

船
積
み
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
土
日
も
含
め
て
24
時
間
稼
働
を

続
け
て
い
ま
す
。
日
本
へ
の
穀
物
の
安
定
供
給
を
行
う
た

め
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
感
染
に
も
最
大
限
の
注
意
を

払
っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
J
A
全
農
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
今
後
も
穀
物
の
安
定
供
給
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
米
国
で
は
2
0
2
0
／
2
0
2
1
年
産
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
収
穫
が
終
盤
に
差
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
一
部
地
域
で
乾
燥
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

概
ね
作
柄
は
良
好
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
米
国
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
構
造
の
変
遷
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し

ま
す
。

　

米
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
図
１
は
過
去
30
年
の
米
国
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

単
収
の
推
移
で
す
。
2
0
2
0
／
2
0
2
1
年
度
に
は
、

単
収
は
１
７
８
・
５
ブ

※
１

ッ
シ
ェ
ル（
１
エ
ー
カ
ー
あ
※
２

た
り
）に

ま
で
増
加
す
る
見
通
し
で
す（
9
月
11
日
現
在
）。
過
去
30

年
間
で
約
65
％
単
収
が
増
加
し
た
事
に
な
り
ま
す
。
主
な

要
因
と
し
て
、
種
子
・
農
機
・
肥
料
の
改
良
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

穀
物
輸
出
の
状
況

米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

需
給
推
移
と
産
地
情
勢

　

な
か
で
も
種
子
開
発
の
進
歩
は
著
し
く
、
従
来
型
の
交

配
に
加
え
、
1
9
9
0
年
代
後
半
以
降
に
は
遺
伝
子
組
み

換
え
技
術
が
導
入
さ
れ
、
除
草
剤
耐
性
、
害
虫
抵
抗
性
な

ど
の
特
性
を
持
つ
種
子
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
機
の
大
型
化
や
自
動
化
も
進
み
、
作
付
け
や
収
穫
の
効

率
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
特
に
作
付
け
機
械
の
大
型
化

や
自
動
化
に
よ
り
、
最
適
な
時
期
で
の
作
付
け
が
可
能
と

な
り
、
単
収
増
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

単
収
の
増
加
に
と
も
な
い
、
供
給
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
が（
図
２
）、
同
様
に
需
要
も
堅
調
で
す
。
特
に

２
０
０
０
年
代
以
降
に
著
し
い
伸
び
を
見
せ
て
い
る
の
が
、

エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
で
す（
図
３
）。

　

米
国
で
は
石
油
の
輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
、
気
候
変
動

へ
の
懸
念
、
ま
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
等
の
目
的

か
ら
、
00
年
代
以
降
、
自
国
で
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
が
飛

躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
主
に
米
国
の
エ
タ
ノ
ー
ル
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
米
国

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
要
の
約
35
％
が
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
需
要
は
こ
こ
数
年
頭
打
ち

と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
で
販
売
さ
れ
る
自
動
車
は
、
ガ

ソ
リ
ン
に
エ
タ
ノ
ー
ル
を
10
%
ま
で
混
合
し
て
も
安
全
性

に
問
題
が
な
い
事
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
保
証
に
基

づ
き
、
米
国
で
販
売
さ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
一

部
に
エ
タ
ノ
ー
ル
が
混
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
10
%
ま

で
混
合
」と
い
う
の
が
事
実
上
の
エ
タ
ノ
ー
ル
使
用
量
の
天

井
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、

２０
年
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
経

済
活
動
が
制
限
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
も
後
退
し
ま
し

た
。
現
在
で
は
徐
々
に
回
復
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
い
ま

だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
前
の
水
準
に
は
戻
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ガ
ソ
リ
ン
消
費
量
が
伸
び
悩
む
中
、
今
後
は
10
％

以
上
の
混
合
が
推
し
進
め
ら
れ
る
か
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

20
～
21
年
産
の
生
産
量
は
収
穫
が
終
わ
る
と
確
定
し

ま
す
が
、
近
年
輸
入
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
国
の
動
向

や
混
迷
を
極
め
る
米
中
貿
易
問
題
、
米
国
の
エ
タ
ノ
ー
ル

政
策
な
ど
、
引
き
続
き
需
要
動
向
に
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社

米
国
で
の
集
荷
基
盤
を
強
化

穀
物
輸
出
基
地
で
一
貫
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
担
う

Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
で
は
、米
国
の
全
農
グ
レ
イ
ン
株
式
会
社
に
て
、穀
物
の
集
荷
か
ら
輸
出
ま
で
一
貫
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

米
国
に
お
け
る
穀
物
輸
出
の
状
況
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
推
移
に
つ
い
て
、
同
社
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

※１ ：穀物の計量に用いられる単位。米国では1ブッシェル= 約25.4kg　※２  ：1エーカー＝約0.4 ヘクタール

トウモロコシを収穫

2223 ちくさんクラブ21　Vol.130　2020  10ちくさんクラブ21　Vol.130　2020  10


